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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

琵
琶
湖
の
水
位
低
下
に
伴
う
地
盤
沈
下
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
三
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一
殿 

 

提 

出 

者 
 

瀬 

崎 

博 

義 

 

一 

 



 

ラ
ス
一
・
四
メ
ー
ト
ル
・
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
下
流
に
対
し
新
た
に
毎
秒

四
十
ト
ン
の
水
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

問
や
要
望
に
対
し
て
、
国
や
県
は
、
〝
予
測
で
き
な
い
〟
と
か
、
〝
予
測
で
き
て
も
程
度
が
わ
か
ら
な
い
〟
な
ど
と
、
言 

環
境
破
壊
を
一
層
進
行
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
地
下
水
位
低
下
と
も
相
ま
つ
て
、
家
庭
の
井
戸
水
、
農
業

用
水
、
防
火
用
水
な
ど
の
不
足
を
引
き
起
こ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
既
に
国
や
滋
賀
県
の
調
査
で
も
予
測
さ
れ
、

一
部
補
償
事
業
も
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
の
一
・
五
メ
ー
ト
ル
も
の
水
位
低
下
は
、
琵
琶
湖
の
水
質
悪
化
を
招
き
、
水
産
資
源
の
減
少
や
湖
辺
の
自
然 

現
在
進
行
中
の
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
は
、
現
行
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
利
水
幅
を
プ 

一
方
、
地
下
水
位
低
下
に
伴
い
当
然
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
地
盤
沈
下
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
私
ど
も
の
質 

琵
琶
湖
の
水
位
低
下
に
伴
う
地
盤
沈
下
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ほ
ど
私
ど
も
が
入
手
し
た
通
産
省
工
業
技
術
院｢

地
質
調
査
所
月
報｣

の
昭
和
四
十
三
年
一
月

号
、
「
滋
賀
県
琵
琶
湖
岸
野
洲
川
デ
ル
タ
の
地
盤
に
関
す
る
産
業
地
質
学
的
研
究
」
に
よ
る
と
、
「
湖
水
面
の
低
下

に
伴
う
地
盤
沈
下
の
影
響
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
金
井
孝
夫
氏
の
担
当
で
、
実
際
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
基
に
し

て
進
め
ら
れ
、「
中
性
子
水
分
計
・
γ
線
密
度
計
に
よ
る
浅
層
地
盤
と
圧
密
沈
下
の
予
測
に
つ
い
て
の
研
究
」
と
題

す
る
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
金
井
氏
の
調
査
研
究
及
び
論
文
に
よ
る
と
、
琵
琶
湖
近
く
の
調
査
地
点

で
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
水
位
低
下
に
よ
つ
て
同
程
度
の
地
下
水
低
下
が
起
こ
り
地
盤
は
約
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
も
沈
下
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。 

を
左
右
に
し
、
具
体
的
な
調
査
や
対
策
を
避
け
て
き
た
。 

私
は
、
こ
の
調
査
、
研
究
が
、
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
以
前
に
お
い
て
、
し
か
も
政
府
の
研

究
機
関
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
極
め
て
重
大
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
考
え
る
。
事
態
の
重
要
性
に
か

ん
が
み
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
質
問
し
、
政
府
の
具
体
的
な
答
弁
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

四 

 



 

一 
こ
の
地
質
調
査
所
の
調
査
研
究
と
昭
和
四
十
七
年
三
月
の｢

申
し
合
せ
」
及
び
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
と
の
関

係
に
つ
い
て 

2 

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
の
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
の
決
定
に
あ
た
つ
て 

1 

こ
の
地
質
調
査
の
調
査
研
究
が
発
表
さ
れ
て
四
年
後
の
昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
七
日
、
建
設
大
臣
、
大

蔵
大
臣
、
自
治
大
臣
、
経
企
庁
長
官
、
滋
賀
県
知
事
、
大
阪
府
知
事
、
兵
庫
県
知
事
、
自
民
党
政
調
会
長
の

間
で
、
「
利
用
水
位
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
」
と
い
う
「
申
し
合
せ
」
が
交
わ
さ
れ
た
が
、 

(2) 

も
し
検
討
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
日
時
、
機
関
、
記
録
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

(1) 

こ
の
地
質
調
査
所
の
調
査
研
究
を
検
討
し
た
の
か
ど
う
か
。 

(2) 

も
し
検
討
し
た
う
え
で
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
日
時
、
機
関
、
記
録
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

(1) 

こ
の
地
質
調
査
所
の
調
査
研
究
を
承
知
の
う
え
で
、
あ
る
い
は
検
討
の
う
え
で｢

申
し
合
せ｣

を
行
つ
た

の
か
ど
う
か
。 

五 

 



 

二 
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
に
よ
る
水
位
低
下
で
発
生
を
予
測
さ
れ
る
地
盤
沈
下
が
、
地
域
の
住
民
生
活
に
与
え

る
具
体
的
影
響
に
つ
い
て 

1 

金
井
氏
の
論
文
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
草
津
市
近
郊
の
新
浜
ボ
ー
リ
ン
グ
地
点
で
は
「
現
地
下
水
面
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
低
下
の
場
合
地
盤
沈
下
量
一
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
二
メ
ー
ト
ル
低
下
で
は
二
八
・
二
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
三
メ
ー
ト
ル
低
下
で
は
三
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
と
な
つ
て
お
り
、
北
山
田
及
び
山

田
地
点
で
は
「
現
地
下
水
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
低
下
の
場
合
一
四
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル+

α
、
二
メ
ー
ト

ル
低
下
で
は
二
四
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル+

α
、
三
メ
ー
ト
ル
低
下
で
は
三
二
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
＋ 

 

α
」
と
な
つ
て
い
る(

α
は
、
論
文
の
中
で
は
推
量
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
が
考
え
ら
れ
て
い
る
）
。 

を
指
す
）
に
よ
る
と
、
…
…
ま
れ
に
で
は
あ
る
が
、
と
く
に
湖
南
地
域
に
お
い
て
最
大
マ
イ
ナ
ス
三
メ
ー
ト

ル
低
下
す
る
場
合
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
湖
水
面
変
動
が
湖
岸
の
軟
弱
地
盤
地
帯
に
ど
の
程
度
の 

こ
の
調
査
研
究
の
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
同
氏
の
論
文
で｢

滋
賀
県
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画(

旧
計
画 

六 

 



 

2 

同
論
文
で
は
、
「
琵
琶
湖
岸
地
帯
の
よ
う
に
『
ス
ク
モ
』
層
が
レ
ン
ズ
状
に
堆
積
す
る
地
層
変
化
の
激
し
い

と
こ
ろ
で
は
、
地
下
水
位
低
下
に
と
も
な
つ
て
局
部
的
な
不
同
沈
下
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
」
と
ま
で
指
摘 

(2) 

こ
の
地
質
調
査
所
の
調
査
研
究
が
予
測
し
て
い
る
地
盤
沈
下
は
、
当
該
地
域
の
公
共
施
設
や
建
造
物
、 

 

住
民
生
活
そ
の
も
の
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
。
考
え
ら
れ
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
さ 

 

れ
た
い
。 

(1) 

従
つ
て
、
利
用
水
位
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
補
償
対
策
マ
イ
ナ
ス
二
メ
ー
ト
ル
の
現
行
琵
琶
湖 

 
 

総
合
開
発
に
お
い
て
、
現
実
に
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
水
位
低
下
が
起
こ
り
う
る
、
さ
ら
に
マ
イ 

 
 

ナ
ス
二
メ
ー
ト
ル
の
水
位
低
下
も
可
能
と
な
る
状
況
の
も
と
で
は
、
こ
の
地
質
調
査
所
の
調
査
研
究
は
当 

 

然
適
用
さ
れ
る
研
究
で
は
な
い
の
か
。 

変
動
を
与
え
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
一
つ
の
試
み
と
し
て
…
…
そ
の
実
体
を
さ
ぐ
つ
て
み
た｣

 
 

 

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

七 

 



 

4 

同
論
文
で
は｢

湖
岸
周
辺
の
軟
弱
地
盤
の
分
布
は
、
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に 

な
つ
た
。
し
か
し
、
調
査
の
時
間
的
関
係
も
あ
り
、
今
回
は
草
津
市
の
草
津
川
左
岸
の
み
で
密
度
、
含
水
量 

 
 

の
計
測
を
行
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
従
つ
て
琵
琶
湖
の
水
位
低
下
の
影
響
で
地
盤
沈
下
を
引
き
起
こ
す
範 

 

囲
は
こ
の
調
査
研
究
の
対
象
と
な
つ
た
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
極
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
の 

3 

同
論
文
末
尾
に
お
い
て
は｢

湖
岸
に
面
し
た
北
山
田
お
よ
び
山
田
付
近
は
、
沖
積
層
が
厚
い
の
で
地
盤
沈 

下
量
が
増
大
す
る
た
め
、
湖
面
低
下
に
関
す
る
工
事
に
は
、
こ
れ
ら
を
充
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る｣

と
警 

 

告
し
て
い
る
。
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
の
な
か
で
こ
の
警
告
に
該
当
す
る
工
事
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
ス
ク
モ
」
層
は
琵
琶
湖
岸
全
域
で
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る

の
か
。
こ
の
調
査
研
究
が
指
摘
す
る
「
ス
ク
モ
」
層
で
予
測
さ
れ
る｢

局
部
的
な
不
同
沈
下｣

は
、
当
該
地
域
の

公
共
施
設
や
建
造
物
、
住
民
生
活
そ
の
も
の
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
。
考
え
ら
れ
る
影
響 

 

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

三 

こ
の
地
質
調
査
所
の
調
査
研
究
の
意
義
に
つ
い
て 

1 

こ
の
調
査
研
究
以
外
に
政
府
機
関
、
国
公
立
試
験
研
究
機
関
が
行
つ
た
琵
琶
湖
の
水
位
低
下
に
伴
う
周
辺

地
盤
の
沈
下
に
関
す
る
調
査
研
究
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
類
似
の
調
査
研
究
及
び
論
文
が
な
い
と
す
れ
ば
、 

で
は
な
い
か
。 

考
え
ら
れ
る
範
囲
に
は
、
新
幹
線
、
高
速
道
路
を
始
め
、
主
要
道
路
や
橋
梁
、
堤
防
な
ど
の
治
水
施
設
、 

 
 

か
ん
が
い
排
水
施
設
、
上
下
水
道
施
設
な
ど
重
要
な
公
共
施
設
が
存
在
し
、
人
口
も
集
中
し
て
い
る
こ
と
か 

 

ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
や
住
民
生
活
の
こ
う
む
る
影
響
は
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

こ
れ
は
、
本
来
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
策
定
に
先
立
つ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
は
あ
る
が
、
琵
琶
湖 

 

総
合
開
発
事
業
が
水
位
低
下
に
直
接
か
か
わ
る
核
心
段
階
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
位
低
下
に
起
因
す 

る
地
盤
沈
下
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
全
範
囲
に
わ
た
つ
て
、
詳
細
か
つ
具
体
的
に
明
ら 

 

か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
十
分
な
説
明
を
、
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

九 

 



 

 

一
〇 

こ
の
地
質
調
査
所
の
調
査
研
究
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
極
め
て
貴
重
な
研
究
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の 

で
は
な
い
か
。 

2 

こ
の
論
文
全
体
の
ま
え
が
き
に
「
こ
の
研
究
結
果
も
、
個
々
の
研
究
と
し
て
は
き
わ
め
て
独
創
的
あ
る
い 

は
、
意
欲
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
個
々
の
研
究
結
果
を
総
合
し
、
一
〇
〇
％
有 

 

用
な
結
論
が
導
き
だ
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
な
お
い
く
つ
か
の
類
似
の
事
例
を
経
験
す
る 

こ
と
を
通
じ
て
達
せ
ら
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
…
…
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
な
お
い
く
つ
か
の
類
似
の 

事
例
を
経
験
す
る
」
作
業
は
ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
。 

こ
う
し
た
作
業
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
政
府
の
無
責
任
さ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
他
に
か

わ
り
う
る
調
査
研
究
が
な
い
以
上
、
現
時
点
で
は
「
一
〇
〇
％
有
用
な
結
論
が
導
き
だ
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で

な
い
」
に
し
て
も
、
個
々
の
研
究
結
果
を
最
大
限
活
用
し
て
有
用
な
結
論
を
導
き
だ
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


